




























































































































































































































































































































































度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 218 3.204 0.7542 0.0511 3.103 3.304 1.2 5.4
中国 205 3.347 1.0134 0.0708 3.208 3.487 1.0 6.0
合計 423 3.273 0.8911 0.0433 3.188 3.358 1.0 6.0
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表 2 　分散分析（権力格差）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 2.180 　1 2.180 2.757 0.098


























配置分析を行った．表 4から表 9までは分析の結果を示している．表 5，表
7及び表 9に示されているように， 3つのタイプの集団主義のいずれにおい
ても，日本人と中国人の回答の間に，有意な差が確認できた（有意確率







表 3 　集団主義指標に対する因子分析の結果（Varimax 回転後）
第一因子
（ 所 属 認 識
の 集 団 主
義）
第二因子
（ 目 標 追 求
























度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 219 3.5331 0.78787 0.05324 3.4282 3.6380 1.00 6.00
中国 205 4.4902 0.68949 0.04816 4.3953 4.5852 2.25 6.00
合計 424 3.9959 0.88233 0.04285 3.9116 4.0801 1.00 6.00
表 5 　分散分析（所属認識の集団主義）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 97.002 　1 97.002 176.214 0.000
グループ内 232.303 422 0.550
合計 329.305 423
表 6 　記述統計（目標追求の集団主義）
度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 217 4.018 0.8442 0.0573 3.905 4.131 1.0 6.0
中国 205 4.507 1.0681 0.0746 4.360 4.654 1.0 6.0
合計 422 4.256 0.9891 0.0481 4.161 4.351 1.0 6.0
表 7 　分散分析（目標追求の集団主義）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 25.195 　1 25.195 27.367 0.000
グループ内 386.665 420 0.921
合計 411.860 421
表 8 　記述統計（総合的な集団主義）
度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 219 3.6932 0.62643 0.04233 3.6097 3.7766 1.67 5.67
中国 205 4.4966 0.68432 0.04780 4.4023 4.5908 2.00 6.00











度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 217 3.51 0.870 0.059 3.39 3.62 1 6
中国 205 3.86 1.003 0.070 3.72 4.00 1 6
合計 422 3.68 0.952 0.046 3.59 3.77 1 6
表11　分散分析（不確実性回避）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 13.033 　1 13.033 14.856 0.000






平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 68.349 　1 68.349 159.286 0.000











度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 219 4.14 0.668 0.045 4.05 4.23 3 6
中国 205 4.38 0.662 0.046 4.29 4.47 3 6
合計 424 4.26 0.675 0.033 4.19 4.32 3 6
表13　分散分析（男性度）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 6.010 　1 6.010 13.584 0.000













































度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 218 3.1789 0.94527 0.06402 3.0527 3.3051 1.00 6.00
中国 205 4.1256 0.88206 0.06161 4.0041 4.2471 1.00 6.00
合計 423 3.6377 1.02955 0.05006 3.5393 3.7361 1.00 6.00
表16　分散分析（上下関係の拡散）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 94.690 　1 94.690 113.054 0.000
グループ内 352.615 421 0.838
合計 447.305 422
表17　記述統計（同僚関係の拡散）
度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 217 4.09 1.100 0.075 3.94 4.24 1 6
中国 205 4.75 0.878 0.061 4.63 4.87 2 6
合計 422 4.41 1.051 0.051 4.31 4.51 1 6
表18　分散分析（同僚関係の拡散）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 46.448 　1 46.448 46.581 0.000
グループ内 418.807 420 0.997
合計 465.256 421
表19　記述統計（総合的拡散）
度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 218 3.483 0.8228 0.0557 3.373 3.592 1.0 5.7
中国 205 4.335 0.6979 0.0487 4.239 4.431 2.5 6.0
合計 423 3.896 0.8749 0.0425 3.812 3.979 1.0 6.0
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表20　分散分析（総合的拡散）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 76.748 　1 76.748 131.209 0.000













度数 平均値 標準偏差 標準誤差
平均値の95%信頼区間
最小値 最大値下限 上限
日本 219 4.2671 0.70058 0.04734 4.1738 4.3604 2.00 6.00
中国 205 4.6659 0.74631 0.05212 4.5631 4.7686 1.50 6.00
合計 424 4.4599 0.74924 0.03639 4.3884 4.5314 1.50 6.00
表22　分散分析（指示・規定の明確さ）
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率（p）
グループ間 16.834 　1 16.834 32.200 0.000
























































1 ．権力格差 中国＞日本 中国＞日本 仮説支持 中国（香港）＞日本









日本＞中国 中国＞日本 仮説否定 日本＞中国（香港）
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